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2019年度　新企画の継続研修会　　スキルアップ 7　緩和症例
「看護師による終末期ケアにおける実際と対応のポイント」講習会を受講して

北海道中央労災病院
是廣 由美子

　私は 2015 年から 2016 年にかけて、初級、中級、上級の講習会に
参加しセラピスト資格を得ました。セラピスト資格を取得してから、
リンパ浮腫外来立ち上げに向けての準備を進めていく予定でしたが、
実際は諸事情で未だ外来を立ち上げることができずにいます。所属施
設では、緩和ケア認定看護師として、緩和ケアチームの専従として活
動しているため、時間をやりくりしてリンパ浮腫患者さんのケアを
行っている現状です。専門が緩和ケアなので、リンパ浮腫のみならず、
終末期の浮腫への対応も多々あり、今回の研修テーマは自分の専門と
する内容であったため、研修案内が届いてから必ず受講しようと思っていました。
　講義は、湘南記念病院 乳がんセンターの萬谷睦美先生と、医療法人鉄蕉会 亀田総合病院の千葉
恵子先生のお二人の講師から「緩和医療（がん終末期）におけるリンパ浮腫ケアの対応のポイント」
を学びました。お二人とも自施設でのリンパ浮腫ケアの提供体制の紹介と、これまで対応されてこ
られた中から、萬谷先生から３例、千葉先生から 5 例の事例提示があり、各事例の関わりの実際
をお話しいただきました。
　萬谷先生は、乳がん患者３例をとても丁寧に経過を話してくださったので、どの症例もリアルに
イメージでき、特に病状進行に伴う心理的変化、そこに充分配慮したケア提供の仕方がとてもよく
わかりました。終末期に限らず、リンパ浮腫ケアは単なる局所治療ではなく、全人的な関わりが必
要ですが、その中でも終末期は特にその視点なくしては「ケア」には成り得ないと思っています。
患者さんの残りの時間の一部を共有させてもらいながらリンパ浮腫ケアを行っているのだと、あら
ためて身の引き締まる思いになりました。
　千葉先生は、緩和ケアチームの専従として活動しながらリンパ浮腫外来を行うという、まさに私
がこれから取り組もうとしていることを実践されている方であり、ケア時間の確保やケア提供面で
のコスト的なバランスといった、具体的な動き方など参考になるお話が沢山ありました。特に看護
スタッフとの関わりの難しさと工夫、安全に配慮したリスク回避の徹底、緩和ケア認定看護師とし
ての専門的視点が加味されたアセスメントは大変学びになりました。「今日が終わりと思って 1 回
1回のケアを大事に『（次はないかもしれないけれど）また来るね』と声を掛けてくる」との言葉は、
現在の自分の実践と重なりとても共感できました。
　講義のあと、佐藤佳代子先生より、圧迫の実際の工夫について、色々な物品や方法のコツを学ぶ
ことができました。中でも、弾性ストッキングの代わりに、ミドルストレッチ包帯を使って圧迫の
セルフケアを行っているというお話は、「そういうやり方もあるのか！」という驚きと、色々な製
品を組み合わせて使うことでのケア方法の広がりと可能性を感じました。
　1日通しての講習会でしたが、質問も多く、参加者全員で情報を共有できた貴重な時間であり、「ま
た明日から頑張ろう」と思える元気と刺激を頂きました。患者さんとの一期一会の時間に「気持ち
よかった」「楽になった」と感じてもらえるようなリンパ浮腫ケアの提供をしていきたいと思います。
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　今年の春よりまた臨床に戻る機会に恵まれ、
ド イ ツ の ヘ ッ セ ン 州 に あ る Praxis für 
Physiotherapie Ilka Münzenberger（理 学 療
法施設）にてリンパ浮腫患者さんの治療を始
めることになりました。ドイツではリンパ浮
腫治療が保険適用になりますので、患者さん
が医師から指示書をもらい、その内容に応じ
て私たちが複合的理学療法を行う流れになっ
ています。私が現在継続的に担当している患
者さんは、乳がん術後、喉頭がん術後の方、
股関節手術の術後の方、静脈性リンパ浮腫の
方などです。治療は診断内容によりますが、30
～45 分の MLD で週 1 ～ 2 回の頻度で通院し
てもらいます。患者さんの状態を間隔を空け
ずに確認できるのは、日本の環境を考えると
本当に素晴らしいことだと感じます。ドイツ
では患者さんが早期に日常的な生活に戻れる
ように整形外科的な手術後の一過性の浮腫（骨
折・関節の手術後）に対しても MLD の指示
が出されます。そのため多くの患者さんが
MLD を必要としていることを感じます。
　今後もドイツで複合的理学療法を必要とし
ている方に、少しでも力になれるよう頑張ろ
うと思います。

　
認定教師／ドレヴィッツ佳央里
（取得資格：フェルディ式ML/KPE 専門教師・
認定セラピスト、ドイツ・バーデンブルテン
ベルク州認定国家資格・医療マッサージ師）

　今年度も半分が過ぎ、少人数制個別対応講
習会の受講希望連絡が届くようになり、皆さ
んに徐々に浸透していることを感じています。
　本講習会は、昨年度まで開催していたブラッ
シュアップ講習会（MLD ／ Bdg.）の受け皿
となるもので、当協会が委託し、学校法人後
藤学園附属リンパ浮腫教育支援センターが主
催、センター所属の MLAJ 認定教師が対応し
ています。
　養成講習会で学んだ MLD と Bdg. の内容を
フォローする講習会ですが、一番の特徴は受
講生が最大４名までの少人数制ということで
す。
　MLD や Bdg. を施術する受講生に対して認
定教師がほぼマンツーマンで対応しています
ので、担当する我々も 3 時間半の講習時間が
非常に濃密であると感じています。
　MLD では基本四手技や上肢・下肢の治療手
順を、Bdg. では上肢・下肢の臨床的な巻き方
を練習することがベースですが、受講生の目
標や課題を確認するための受講前ヒアリング
を行いますので、より学びたい内容に重点を
置くことも可能です。
　受講生からは「個人に合わせて進めていた
だけた」「養成講習会で学んだ内容を再確認で
きた」などのお声をいただいています。
　開催時間が 17：00 ～ 20：30 と少し遅い
設定ですが、満足度の高い講習会を目指して
取り組んでいますので、各種試験の受験対策
やご自身の技術の振り返りの他、外性器浮腫
や頭顔面部浮腫の患者さんへの施術の予習な
ど様々な目的でぜひご活用ください。
◎講習会の詳細
https://lesc.gto.ac.jp/ 教育支援 -2.html

認定教師／矢田 法子
　

少人数制個別対応講習会　リポートドイツでリンパ浮腫治療に携わる

医院長
イルカ ミュンツェンベルガーさん

スタッフ長 
アニカ フリースさん
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